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第5章   

疫学入門  

疫学的方法論と因果推論   

津田 敏秀  tsudatos＠md．okayamau．aC．jp  

岡山大学大学院環境学研究科教陵  
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岡山大学医学部医学科卒、同医学研究科卒、医師・医学博士、岡山大学医学部医学科助手、同  
講師、岡山大学大学院医歯学総合研究科社会環境生命科学専攻・長寿社会医学・医療経済学兼  

任講師を経て、2005年から岡山大学大学院環境学研究科教陵（環境疫学）。著書に『市民のため  
の疫学入門一医学ニュースから環境裁判まで』（緑風出版2003年）、『医学者は公害事件で何  

をしてきたのか』（岩波書店2004年）、『悪魔のマーケテイング 【 タバコ産業が語った真実』（日  

経BP社2005年；解説文）などがある。  

1．疫学研究の概要  

1．1．疫学の定義  

疫学とは、一言で言えば、疾病の原因を探ったり、ある要因と疾病との因  

果関係を推論するための方法論である。たとえば、最近大きな話題となって  

いるアスベスト被害では、肺がんとアスベストとの因果関係も疫学分析によ  

って明らかになってきた。多人数のデータを集めて分析するため「集団の因  

果関係を探る」ことが主要目的と言われることがあるが、実は個人レベルの  

因果関係まで考えている。その理由は、1例ではある要因と疾病との因果関  

係は特定できないからである。理論的にも個別データを吟味する仕組みにな  

っている。   

疫学についての参考書として、拙著『市民のための疫学入門』（緑風出版）  

を挙げておきたい。ここでは、疫学の事例をできるだけ幅広く紹介している。  

さらに海外の著書としては、『医学が分かる疫学』（RSグリーンバーグ編著、   


















































